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第 1 章「宮廷社会の社会学」では、エリアス社会理論の原理論的な再解釈が試みられる o このために検討されるの
が、『文明化の過程』の執筆に先行する『宮廷社会』である。この書は、単なる 17、 8世紀のフランス宮廷に関するモ




















いうパースペクティプの導入が敢行されている o 3 つの次元における構想の一体性が理解される時、エリアス社会学
は、「自己距離化」の社会学として把握されることになる。
第 3 章「近代への診断」では、第 l 章と第 2 章を下地にして、エリアスによる現状分析が吟味される。検討の中心
に据えられるテキストは『ドイツ人論』である o 5 つの論考からなる『ドイツ人論』をひとつのテキストとして読み
解くために、『ドイツ人論』のなかの「目撃者」というエリアスの視点に着目する o その変遷に即して『ドイツ人論』






















本論文は、『文明化の過程』で有名なドイツからイギリスへの亡命者 N.エリアス (1897 -1990) の業績を、これ
までの近代における道徳意識の変容という視点に代わり、国家内・国家間の権力関係の変容という視角から、体系的
に読み解いたものである。
道徳から権力へ議論の平面を移すため、『文明化の過程』の陰に隠れて従来無視されがちであった最初の著作『宮
廷社会』に着目し、エリアスの近代=現代社会に対する分析枠組みが、この作品の中で彫琢されたものであることを
級密な議論によって明らかにし、次に、こうした「発見」が最晩年の作品『ドイツ人論』に対してどのような新しい
読み方を可能にするのかを手がかりに、自己の解釈の妥当性が周到に吟味されている。
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1990年代の後半、文明化の進展に伴い暴力が無くなるどころかかえって増大するという苦い現状認識に基づき、
「文明化と暴力J という新しい問題設定がエリアス研究の中で顕著になったが、本研究は、エリアスの様々な著作の
ウエイトづけを変化させることによって、オリジナルな見方を獲得し、新しい研究動向に一石を投じようとする試み
である。
以上の諸点から、本論文は、学位(人間科学)の授与に値するものと判定された。
-52-
